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船舶太陽放射観測 か ら得 られた海上 エ ア ロ ゾル の 光学特性

＊
舟出 亮子、久慈 誠 （奈良女子大学）、塩原 匡貴 （国立極地研究所〉

L は じめ に

　エ ア ロ ゾ ル は 太陽放射を散乱 ・吸収する こ とに よ っ て 直接

的 に 、ま た雲 の 凝結 核 とな る こ とに よ っ て 間接 的 に、地球 の

放射エ ネル ギー
収支 に 影響 を及ぼ す。そ の た め、全 球 的 な

エ ア ロ ゾル の動 態 を 明 らか にす る こ とが 重 要 で あ る。特 に

海上 に お け る観 測 サ イ トは少 な く、船舶 に よ る定期 的 な観

測は重要な役割 を担 っ て い る。

　南 極 観測 船 「し ら せ 」 は例年、11 月 Ili旬か ら翌 年の 4 月

上 旬 まで の 期 間 に 日本 と 南 極 大 陸 間 を航 海す る。「し らせ 」

に は 海上 エ ア ロ ゾ ル に 関す る 観測 測 器 が 多 数 設 置 され て

お り、長期 に わ た リエ ア ロ ゾ ル の 船 上観 測が 行 わ れ て い る

（Yabuki　et　al．12003 ，　Shiobara　et　aL
，
2007）、： 本研究で は 、

「し らせ 」搭載 ス カ イ ラジ オ メ
ー

タ観測 デ
ー

タの 解析 を行 っ

た。今 回 は、日 本 とオース トラ リ ア 間 で 得 られ た海 上 エ ア

ロ ゾ ル の 光学特性に つ い て 報告 す る。

2．観測デ ータ と解析方法

　観測 は 「し らせ 」船 上 に 設 置 さ れ た ス カ イ ラ ジ オ メ
ー

タ

（POM −01MKII、株式会社 ブ リード）を用い て 行 わ れ た。ス

カ イ ラ ジオ メータ は晴 天 下 の 日中 5分 毎 に太 陽 周辺 光 強度

を波長別 に 測定 して お り、海上 エ ア ロ ゾ ル の 大気 カ ラ ム の

光学特性 を推定す る こ とが で きる 。 本研 究で は 第 42 − 47 次

南 極 地域 観測 （2000 年 11 月〜2006 年 4 月）に お い て 解析

を行 っ た。

　解析 ツ
ール と して SKYRAD ．pack　ver4 ．2 （Nakajima　et

al．
，
1996）を用い て 、エ ア ロ ゾ ル の 光学特性 を推定 した 。 解

析 に あた り、器械定数 Fo は改 良 ラ ン グ レ
ー
法で 求め た 1

航海毎 の 平均値、気圧 は観測地点 に お ける NGEPfNCAR

再 解析 デ
ー

タ の 地表面気圧 の 日平均値、オ ゾ ン全 量 は 0．3

atm −cm 、海面 ア ル ベ ドは 0．06 をそ れ ぞ れ 用 い た。そ して 、

各航 海 中の 解析事例 を太 平 洋 上 （往 路 ；A〕、イ ン ドネシ ア

付近 （B ）、オース トラ リ ア 西海岸 （C）、オース トラ リア 東

海岸 （D ）、太平洋上 （復路；E＞の 5 領域 に 分けて 、それ ぞ

れ の 領域に お ける 光学特性 に つ い て 調べ た。

grangian　Int．egrat ，ed 　Traject，ory 　Model （HYSPLIT ）を用

い て 、領域 E の 解析地点に 到着する まで の 5 日間の 空気塊

の 輸 送経 路 を計算 した 。その 結果、空気塊 は 大陸起源 で あ

り、中 国 大 陸 や 日 本 の 都 市 部 上 空 を通 過 して い た こ とが 分

か っ た c こ の こ とか ら、領域 E に お い て 吸光性エ ア ロ ゾ ル

が 卓越 してい た の は 、大 陸 か ら輸送 され た 炭素性 エ ア ロ ゾ

ルの ような人為起源 エ ア ロ ゾル の 影響が ある と考えられる 。
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3，結果 と考察

　ロ ーカル な汚染の 影響 を受け や す い と考えられ る 停泊中

を除 い て 、比 較的精度 よ く解析で きた 領域 の う ち、春季 に

お け るア ジ ア域 か らの 越 境汚 染 が 懸念 さ れ る 太 平 洋 ヒ （復

路 ；E）の 光学特性 を図 1 に示 す。

　図 1 よ り、

一
次散乱 ア ル ベ ドは e．95 よ り小 さ く、オ ン グ

ス トロ
ー

ム 指数 は 1．0 程度、そ して 光学的厚 さ は O．6−−O．8

程度 と、比較的清浄 と され て い る 海上 に お い て は、吸 光 性

の 小粒子か ら成 る エ ア ロ ゾ ル が多か っ た こ とが 分か る。

　さ ら に 、流 跡 線 解 析 ツ
ー

ル Hybrid　Single　PaSticle　Lar

図 1 太 平洋 上 （復路 ；E ！にお け る エ ア ロ ゾ ル の 光学特

性。5  Onm の
一

次 散乱 ア ル ベ ド （SSA ；縦軸 ｝ とオ ン グ

ス トロ ーム 指数 〔Alpha ；横 軸〕、500　nm の 光学的厚 さ

〔AOT ；カ ラ
ーバ ー

） の 散布図。

4．まとめ と今後の 課題

　2000 年 11月 か ら 2006 年 4 月に おける 船舶搭載ス カ イラ

ジ オ メータ観測 デ
ー

タの 解析 を行 い 、エ ア ロ ゾ ル の 光学特

性 を推 定 した。そ の 結 果、太 平 洋上 （復路）で は 吸光性エ ア

ロ ゾ ル が卓越 して い た こ と が分 か っ た。ま た、解析 地点 に お

け る 空気 塊 の 輸 送 経 路 を調べ た結 果 、大 陸 起 源 で あ る こ と

が分か っ た。こ の こ とか ら、入 為起 源 エ ア ロ ゾル の 影響 を受

け て い た 可 能性 が ある と考 え ら れ る 。

　発 表当 日は他 の 領域の 特微 につ い て も報告する 。 今後 は、

日本 周 回航 海 に お い て も同様 の 解析 を行い 、さ らに、衛星

観 測 と比較 す る こ とで 、よ り詳細 に 海上 エ ア ロ ゾル の 特徴

に つ い て検討 を加 える予 定で ある e

謝辞 観測 に 携 わ ら れ た 第 42 次か ら 47 次 南 極地 域観測 隊

の 関 係者の 皆様 に御礼申し上 げ ます。また、デ
ータ解析 に

あた り千葉大学環境 リモ ートセ ン シ ン グ研 究 セ ン タ
ー

の 高

村民雄 グ ラ ン ドフ ェ ロ ーと Pradeep　Khatri博士 に有用 な コ

メ ン トを頂 きまし た、、御礼申し 上 げます。
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